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ラップ専用・外国国債アクティブ 

（為替ヘッジあり） 
運用報告書(全体版) 

 
第２期（決算日2024年11月15日） 

 
作成対象期間（2023年11月16日～2024年11月15日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2023年６月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

海外アクティブ債券マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として日本を除く世界の
高格付けの債券に実質的に投資し、信託財産の成長を目標として積極的な運用を行ないます。 
実質組入外貨建資産については、原則としてマザーファンドの通貨配分の如何に関わらず、マザーファンドのベンチマークの通貨配分
をベースに対円で為替ヘッジを行なうことを基本とします。なお、一部の通貨については、当該通貨との連動性等を勘案し、他の通貨
を用いた代替ヘッジを行なう場合があります。 

主な投資対象 
ラップ専用・外国国債アクティブ 

（為替ヘッジあり） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 日本を除く世界の高格付けの債券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ラップ専用・外国国債アクティブ 

（為替ヘッジあり） 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2023年６月30日 10,000 － － 100.00 － － － 10 

１期(2023年11月15日) 9,716 0 △2.8 97.43 △2.6 94.0 43.4 957 

２期(2024年11月15日) 9,590 0 △1.3 97.97 0.6 89.9 75.7 1,895 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジあり・円換算ベース））は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されて

いるFTSE世界国債インデックス（除く日本）の各国別指数（現地通貨ベース）を用い、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算し

たものです。なお、設定時を100として指数化しています。 

＊ FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジあり・円換算ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデック

スです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行なっておりませ

ん。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保

証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の

権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 

（出所）FTSE Fixed Income LLC 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年11月15日 9,716 － 97.43 － 94.0 43.4 

11月末 9,853 1.4 98.36 0.9 90.7 45.4 

12月末 10,167 4.6 101.16 3.8 86.4 63.9 

2024年１月末 9,943 2.3 99.50 2.1 88.1 69.4 

２月末 9,794 0.8 98.43 1.0 90.5 81.4 

３月末 9,859 1.5 98.98 1.6 90.6 78.9 

４月末 9,600 △1.2 97.12 △0.3 94.7 81.9 

５月末 9,576 △1.4 96.95 △0.5 83.1 83.5 

６月末 9,654 △0.6 97.83 0.4 89.6 77.4 

７月末 9,773 0.6 98.75 1.4 85.7 60.5 

８月末 9,903 1.9 99.69 2.3 87.6 63.9 

９月末 9,993 2.9 100.35 3.0 88.3 66.9 

10月末 9,664 △0.5 98.26 0.9 90.2 69.1 

(期  末)       

2024年11月15日 9,590 △1.3 97.97 0.6 89.9 75.7 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年11月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジあり・円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首（2023年11月

15日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首の9,716円から期末には9,590円となりました。 

 

（上昇） 債券からの利息収入。 

（上昇） 主要国の短期債券の利回りが低下（価格は上昇）したこと。 

（下落） 対円で為替ヘッジを行なったことによるコスト（金利差相当分の費用）。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

○投資環境 

債券市場＜国債利回りは米国でほぼ変わらず、ドイツで低下＞ 

米国では、債券利回りはほぼ変わらずとなりました。米国でのインフレ率の低下や雇用の伸

びの鈍化を受けてFRB（米連邦準備制度理事会）が利下げを開始したことなどから、債券利回

りが大きく低下する局面もありましたが、その後は各種経済指標から米景気の堅調さが意識さ

れる中で、債券利回りは上昇（価格は下落）し、期を通じてみると、ほぼ変わらずとなりました。 

ユーロ圏では、債券利回りは低下しました。インフレ率の低下が見られる中で、ECB（欧州

中央銀行）が利下げを開始したことなどを背景に、ドイツの債券利回りには低下圧力がかかり

ました。 
 

為替市場＜円は米ドルに対して下落、ユーロに対してはほぼ変わらず＞ 

米ドルは、日銀が追加利上げを行なうなど緩和的な金融政策からの正常化を進めたことを受

けて、円に対して下落（円高）する局面もありましたが、期末にかけて、各種経済指標から米

景気の底堅さが意識されたことなどから、円に対して上昇しました。期を通じてみると、円に

対して上昇（円安）しました。 

ユーロは、主要国の中央銀行の利下げ転換を受けてグローバル景気が回復するとの見方が上

昇圧力になったものの、域内景気の減速が意識されたこともあり、円に対してほぼ変わらずと

なりました。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）］ 

期を通じて、海外アクティブ債券マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、組入比率を

高位に維持しました。実質組入外貨建資産については、マザーファンドの通貨配分如何に関わ

らず、マザーファンドのベンチマークの通貨配分をベースに対円で為替ヘッジを行ないました。 
 

［海外アクティブ債券マザーファンド］ 

・ファンド・デュレーション（※１） 

ファンド全体のデュレーションは、期首から期末にかけて短期化しました。期末において、

ファンド全体のデュレーションはベンチマークに対して長めとしました。 
 

（※１）デュレーションは、債券の利回り変化に対する価格変化の感応度を表し、数値が大きいほど利回り低下時の価格上昇率が大きくなり、

利回り上昇時には価格下落率が大きくなります。 

 
・通貨配分 

ファンド全体での外貨エクスポージャー（※２）は概ね99％以上を維持しました。期末におい

て、外貨エクスポージャーの内訳は、ベンチマークに比べ欧州通貨の比率を高め、米ドルの

比率を低めとしました。 
 

（※２）外貨エクスポージャーとは、外貨建純資産のうち為替ヘッジを行なわなかった額の純資産に対する比率です。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

期首から期末の基準価額の騰落率は－1.3％

となり、ベンチマークの＋0.6％を1.9ポイント

下回りました。 

 

（主なプラス要因） 

期首や、期中から期末にかけての債券利回り

が大きく低下する局面において、ファンドの

デュレーションをベンチマークに比べて長期

化としていたこと。 

 

（主なマイナス要因） 

時間経過に伴う債券価格の上昇効果がベン

チマークを下回ったこと。 

ベンチマークに対して米ドルの投資比率を

低め、ユーロの投資比率を高めとしたこと。 

 

 

◎分配金 

当期の収益分配金は、基準価額水準等を勘案し、見送らせていただきました。なお、留保益

の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2023年11月16日～ 
2024年11月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 304   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

  



品 名：90001_140813_002_02_ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）_1039216.docx 

日 時：2024/12/10 15:59:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

◎今後の運用方針 

［ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）］ 

引き続き主要投資対象の「海外アクティブ債券マザーファンド」を高位に組み入れます。実

質組入外貨建資産につきましては、マザーファンドの通貨配分如何に関わらず、マザーファン

ドのベンチマークの通貨配分をベースに対円で為替ヘッジを行ないます。 

 

［海外アクティブ債券マザーファンド］ 

引き続き信託財産の成長を目標として積極的な運用を行ないます。債券への投資にあたって

は、主として信用力の高い世界の主要国の国債等（国債、地方債、政府保証債、政府機関債、

国際機関債等）に投資を行ないます。国別配分・通貨配分、デュレーションの水準等について

は、投資対象国・地域等のファンダメンタルズ（基礎的条件）分析や市場分析等に基づいて決

定します。 

米国では、景気減速懸念の強まりやFRBの追加利下げに対する市場の期待などから、債券利

回りは低下しやすいと予想します。欧州では、ECBの追加利下げが市場で意識されることで、

ドイツの債券利回りは低下しやすいと予想します。こうした投資環境見通しのなか、ファンド

全体のデュレーションはベンチマークよりも長めとする方針です。また、通貨配分について、

ベンチマークに比べ米ドルの比率を低め、欧州通貨などの比率を高めとする方針です。 

 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

○１万口当たりの費用明細 (2023年11月16日～2024年11月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 50  0.506  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (41)  (0.418)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 5)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 2)  (0.017)   

（c） そ の 他 費 用 7   0.068   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 6)  (0.066)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 59   0.591    

期中の平均基準価額は、9,814円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.57％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年11月16日～2024年11月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
海外アクティブ債券マザーファンド 771,006 1,982,800 446,781 1,153,400 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年11月16日～2024年11月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2023年11月16日～2024年11月15日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
10 － 10 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2024年11月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

海外アクティブ債券マザーファンド 394,450 718,674 1,917,065 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年11月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

海外アクティブ債券マザーファンド 1,917,065 98.4 

コール・ローン等、その他 31,548 1.6 

投資信託財産総額 1,948,613 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊海外アクティブ債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（39,547,392千円）の投資信託財産総額（43,511,279千円）に

対する比率は90.9％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝156.84円、１カナダドル＝111.49

円、１英ポンド＝198.61円、１スウェーデンクローナ＝14.27円、１ノルウェークローネ＝14.08円、１ユーロ＝165.12円、１ズロチ＝38.1887

円、１シンガポールドル＝116.51円、１リンギ＝34.9138円、１人民元＝21.6905円、１豪ドル＝101.13円、１ニュージーランドドル＝91.63

円、１新シェケル＝41.9001円、１メキシコペソ＝7.6567円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年11月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,843,350,263   

 コール・ローン等 24,942,116   

 海外アクティブ債券マザーファンド(評価額) 1,917,065,359   

 未収入金 1,901,342,625   

 未収利息 163   

(B) 負債 1,948,105,109   

 未払金 1,919,706,591   

 未払解約金 23,035,338   

 未払信託報酬 5,340,024   

 その他未払費用 23,156   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,895,245,154   

 元本 1,976,187,824   

 次期繰越損益金 △   80,942,670   

(D) 受益権総口数 1,976,187,824口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,590円 
 

（注）期 首 元 本 額 は 985,889,615 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額 は

2,797,573,277円、期中一部解約元本額は1,807,275,068円、１口

当たり純資産額は0.9590円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額13,364,474円。（海外アクティ

ブ債券マザーファンド） 
 

○損益の状況 (2023年11月16日～2024年11月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 21,514   

 受取利息 22,005   

 支払利息 △        491   

(B) 有価証券売買損益 △ 24,656,759   

 売買益 361,673,660   

 売買損 △386,330,419   

(C) 信託報酬等 △  9,959,746   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 34,594,991   

(E) 前期繰越損益金 △  2,878,134   

(F) 追加信託差損益金 △ 43,469,545   

 (配当等相当額) (   12,515,353)  

 (売買損益相当額) (△ 55,984,898)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 80,942,670   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 80,942,670   

 追加信託差損益金 △ 43,469,545   

 (配当等相当額) (   18,819,164)  

 (売買損益相当額) (△ 62,288,709)  

 分配準備積立金 41,391,546   

 繰越損益金 △ 78,864,671   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

  



品 名：90001_140813_002_02_ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）_1039216.docx 

日 時：2024/12/10 15:59:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

ラップ専用・外国国債アクティブ（為替ヘッジあり）

（注）分配金の計算過程（2023年11月16日～2024年11月15日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2023年11月16日～ 
2024年11月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 39,691,975円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 18,819,164円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,699,571円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 60,210,710円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 304円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所要

の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

2024年11月５日より、ファンドの設定解約の申込締切時間を以下の記載のとおり変更いたしました。 
 

原則、午後３時30分までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 

（販売会社によっては上記と異なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。） 
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